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あおきのりひこ 青木　矩彦 『３・１１後の日本のために　啄木と賢治の里で考えたこと』 『３・１２後の日本のために　啄木と賢治の里で考えたこと』 近代文藝社 Jan-14
あかだひでこ 赤田　秀子 「イーハトーブ・ガーデン」こぼれ話（１） ワルトラワラ37 ワルトラワラの会 Mar-14
あきえだみほ 秋枝　美保 宮沢賢治　短歌から「心象スケッチ」への移行　「もの」の提示、一九一〇年代の表現革命 論攷宮沢賢治12 中四国宮沢賢治研究会 Feb-14
あきえだみほ 秋枝　美保 宮沢賢治の童話における異空間とのコミュニケーション 福山大学人間文化学部紀要14 福山大学人間文化学部 Mar-14
あきえだみほ 秋枝　美保 宮澤賢治　心象スケッチの思想における時間　「進化論」を越えて 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
あさぬまりいちろう浅沼　利一郎 宮沢賢治と大迫　『風の又三郎』と南部葉 たばこ史研究127 たばこ総合研究センター Feb-14
あべきみひこ 阿部　公彦 『詩的思考のめざめ』 『詩的思考のめざめ』 東京大学出版会 Feb-14
あべまなみ 阿部　愛美 賢治童話研究　デクノボーの複数性 日本文學會學生紀要22 盛岡大学日本文學会 Mar-14
あまざわたいじろう天沢　退二郎 『宮沢賢治ハンドブック　新装版』 『宮沢賢治ハンドブック　新装版』 新書館 Jul-14
あまざわたいじろう天沢　退二郎 ＜基調講演＞宮沢賢治と共存共栄の概念　賢治作品の見直し 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
あまんみしゅら アマン（ミシュラ・）宮澤賢治の作品に見られる普遍的権利と世界調和の意図について 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
あらきなみ 荒木　奈美 語りが見出すもう一つの物語（ナラティヴ）　宮沢賢治「土神ときつね」をテクストとして 札幌大学総合論叢38 札幌大学付属総合研究所 Oct-14
あらきひろし 荒木　浩 『二十六夜』の信仰と捨身 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
あんどうきょうこ 安藤　恭子 死後を生きる　東日本大震災後の＜宮沢賢治＞ 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
あんどうきょうこ 安藤　恭子 ＜共生＞をめぐる物語　宮沢賢治童話における批評的実践 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
あんどうれいじ 安藤　礼二 胎児の夢　宮沢賢治と夢野久作 文學界68-7 文藝春秋 Jul-14
いえいみちこ 家井　美千子 『銀河鉄道の夜』の「銀河鉄道」　その動力源は何か Artes liberales93 岩手大学人文社会学部 Mar-14
いしいかずお 石井　和夫 人魚とやまなし　宮沢賢治と小川未明 福岡女子短期大学紀要79 福岡女子短期大学 Feb-14
いしいたけお 石井　竹夫 宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』に登場する聖なる植物（前編）（中編）（後編） 人間・植物関係学会雑誌13-2 人間・植物関係学会 Mar-14
いしかわあきら 石川　朗 賢治の「或る心理学的な仕事（森佐一あて）」、「哲学や心理学の立派な著述（岩波茂雄あて）」について賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
いずみさわよしお泉沢　善雄 賢治周辺の聞き書き17　宮沢町と十字屋 ワルトラワラ37 ワルトラワラの会 Mar-14
いまいかつよし 今井　克佳 イーハトーブ＜演劇＞学　アングラ、未来派、能狂言　賢治戯曲の可能性 宮沢賢治学会イーハトーブセンター会報48　かたくり 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
いりさわやすお 入沢　康夫 賢治漫筆26　「熱」か「熟」か　賢治原稿の或る難読箇所 賢治研究122 宮沢賢治研究会 Feb-14
いりさわやすお 入沢　康夫 賢治漫筆27　「惑」の読み方　再説 賢治研究123 宮沢賢治研究会 Jul-14
いりさわやすお 入沢　康夫 賢治漫筆28　賢治の「すだく」 賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
いわたふみあき 岩田　文昭 第11章　宗教と文学（二）　宮沢賢治一族と常観 『近代仏教徒青年　近角常観とその時代』 岩波書店 Aug-14
うしやまめぐみ 牛山　恵 賢治童話における「悪」の諸相 国文学論考50 都留文科大学国語国文学会 Mar-14
えんけい 閻　慧 宮沢賢治＜風の又三郎＞論　異人の変奏曲　風の精霊・又三郎と新参者の間 日本近代文学会北海道支部会報17 日本近代文学会北海道支部 May-14
おうみとしひろ 碧海　寿広 『近代仏教のなかの真宗　近角常観と求道者たち』 『近代仏教のなかの真宗　近角常観と求道者たち』 法蔵館 Aug-14
おおいしまさゆき・よこやまかずき・かとうひろかず・さわいけいいち大石　雅之・横山　一己・加藤　碵一・沢井　敬一宮沢賢治資料50　宮沢賢治着色地質図草稿新資料の検討 宮沢賢治学会イーハトーブセンター会報48　かたくり 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
おおうちひであき大内　秀明 『宮沢賢治の「羅須地人協会」　賢治とモリスの館開館十周年を迎えて』 『宮沢賢治の「羅須地人協会」　賢治とモリスの館開館十周年を迎えて』 仙台・羅須地人協会 Apr-14
おおえまさつぐ・しらきけんいち大江　昌嗣・白木　健一風野又三郎の「大循環」とジェット気流 宮沢賢治研究Annual24 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
おおかどおさむ 大角　修 賢治と伊勢神宮　大正10（１９２１）年の父との関西旅行 賢治研究123 宮沢賢治研究会 Jul-14
おおさわまさよし大沢　正善 宮沢賢治とゲーテの『ファウスト』 岐阜聖徳学園大学国語国文学33 岐阜聖徳学園大学国語国文学会 Mar-14
おおしまたけし 大島　丈志 「農民」との「共栄」の可能性　「グスコーブドリの伝記」を起点として 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
おおたてつお 太田　哲男 災害史のなかの宮澤賢治　その詩と「グスコーブドリの伝記」 『「断念」の系譜　近代日本文學への一視覚」 影書房 May-14
おおつかつねき 大塚　常樹 風の想像力　立原道造と宮澤賢治 日本現代詩歌研究11 日本現代詩歌文学館 2014-
おかむらたみお 岡村　民夫 「ポラーノの広場」をよむ　それはどこにあるのか 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
おかむらたみお 岡村　民夫 「温泉」の章　身近な異空間 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
おかむらたみお 岡村　民夫 イーハトーブ温泉学拾遺　大沢温泉 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
おかむらたみお 岡村　民夫 ランドスケープ・アーキテクトとしての宮沢賢治 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
おくむらかずき 奥村　和己 English Encoding of Onomatopoeic Expressions in the Works of Kenji Miyazawa 岩手大学大学院人文社会科学研究科研究紀要23 岩手大学大学院人文社会科学研究科 Jun-14
おくやまふみゆき奥山　文幸 『宮沢賢治論　幻想への階梯』 『宮沢賢治論　幻想への階梯』 蒼丘書林 Nov-14
かくらいあつお 加倉井　厚夫 宮沢賢治のプラネタリウム　連載21 ワルトラワラ37 ワルトラワラの会 Mar-14
かくらいあつお 加倉井　厚夫 「星」の章　星空の案内人 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
かしわぎひろし 柏木　博 花壇工作人のノート　宮沢賢治 『日記で読む文豪の部屋』 白水社 Mar-14
かとうひろかず 加藤　碵一 「ベゴ石」命名由来考 賢治研究122 宮沢賢治研究会 Feb-14
かとうひろかず 加藤　碵一 温故知新：宮沢賢治と地震 ＧＳＪ地質ニュース3-8 産業技術総合研究所地質調査総合センターAug-14
かとうひろかず・さわいけいいち・おおいしまさゆき・よこやまかずき加藤　碵一・沢井　敬一・大石　雅之・横山　一己宮沢賢治資料50　宮沢賢治着色地質図草稿新資料の検討 宮沢賢治学会イーハトーブセンター会報48　かたくり 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
かまえだいき 構　大樹 子どもを啓蒙する＜宮沢賢治＞へ　係争下の賢治評価と劇団東童の役割 横浜国大国語研究32 横浜国立大学国語・日本語教育学会 Mar-14
かまえだいき 構　大樹 「雨ニモマケズ」が教材になるとき　満州開拓生年義勇隊における＜宮沢賢治＞ 宮沢賢治研究Annual24 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
かめいしげる 亀井　茂 『盛岡附近地質調査報文』　宮澤賢治と盛岡附近地質調査 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
かやのまさのり 茅野　政徳 戦後小学校国語検定教科書における宮沢賢治の伝記教材の変遷 国語科教育75 全国大学国語教育学会 Mar-14
がりーぐれごりーガリー（グレゴリー・）『宮澤賢治とディープエコロジー　見えないもののリアリズム』 『宮澤賢治とディープエコロジー　見えないもののリアリズム』 平凡社 Sep-14
かんのとしゆき 菅野　俊之 宮沢賢治と音楽についてのエチュード 福島自由人29 北斗の会 Nov-14
きたがわとおる 北川　透 宮沢賢治と鳥たち　「よだかの星」『銀河鉄道の夜』を中心に 『文学の力　時代と向き合う作家たち』 笠間書院 Mar-14
きに（ぎーた　Ａ・）キニ（ギータ　Ａ・）宮澤賢治の詩的想像力を支える生き方を探る　「雨ニモマケズ」を通して 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
きむらなおひろ 木村　直弘 『宮澤賢治とドッペルゲンガー　青森挽歌における＜喪＞の視座をめぐって 『トラウマと喪を語る文学』 朝日出版社 Feb-14
きむらなおひろ 木村　直弘 宮澤賢治が「勉強」したアンデルセン童話本　「暗闇で毛を逆立てゝパチパチ火花を出す」猫をめぐって 宮沢賢治研究Annual24 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
きむらなおひろ 木村　直弘 宮澤賢治　影への射程　アンデルセン童話という回路をめぐって 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
きむらようこ・くぼたじすけ木村　陽子・久保田　治助第二次世界大戦後の国語教科書における＜宮沢賢治＞像　理想的人間像の変容 鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要23 鹿児島大学教育学部 2014-
くぼたじすけ・きむらようこ久保田　治助・木村　陽子第二次世界大戦後の国語教科書における＜宮沢賢治＞像　理想的人間像の変容 鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要23 鹿児島大学教育学部 2014-
くりはらあつし 栗原　敦 書館からみえてくるもの　展開する世界観 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
くりはらあつし 栗原　敦 手帳・ノート類から　驚異に値する生きた現場 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
くりはらあつし 栗原　敦 資料と研究・ところどころ15　続々・『国訳妙法蓮華経』贈呈類別記号のこと、「行きつづける賢治」のこと賢治研究123 宮沢賢治研究会 Jul-14
くりはらあつし 栗原　敦 資料と研究・ところどころ16　方面委員とはどのようなことをするものか、各種調停委員の功労者・宮沢政次郎賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
くりはらあつし 栗原　敦 賢治オノマトペのことならおもしろい 『宮沢賢治のオノマトペ集』 筑摩書房 Dec-14
くりはらあつし 栗原　敦 宮澤賢治の「＜在家＞仏教」とはどのようなものであったか 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
くりはらあやこ 栗原　文子 賢治とロシア正教フィールドワーク　ヨハネ、ニコライの司教、青い照明 賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
くりやがわこう 栗谷川　虹 『宮沢賢治の謎をめぐって　わがうち秘めし異事の数、異空間の断片』 『宮沢賢治の謎をめぐって　わがうち秘めし異事の数、異空間の断片』 作品社 Oct-14
こせきかずひろ 小関　和弘 「鉄道」の章　文明の光と影 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
こまつかずひこ 小松　和彦 宮澤賢治とアニミズム的感性　その「まなざし」の一を考える 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
こりがんていらーかれんコリガン＝テイラー（カレン・）宮澤賢治とエコクリティシズム 『文学から環境を考える　エコクリティシズムガイドブック』 勉誠出版 Nov-14
こんどうけんし 近藤　健史 ３・１１と宮沢賢治とやなせたかし　「雨ニモマケズ」と「アンパンマンのマーチ」 日語日文学61 大韓日語日文学会 Feb-14
こんどうけんし 近藤　健史 海を渡った宮沢賢治　北京・満州・上海 日本大学通信教育学部通信教育研究所研究紀要27 日本大学通信教育部通信教育研究所 Mar-14
こんどうけんし 近藤　健史 東アジアと宮沢賢治　韓国・中国における翻訳状況と特徴 東アジア日本語教育・日本文化研究17 東アジア日本語教育・日本文化研究学会 Mar-14
さかもとまさひろ坂本　正博 村上昭夫と宮沢賢治 東北文学の世界22 盛岡大学文学部日本文学会 Mar-14
さがわあいみ 佐川　愛実 『絵のない絵本』を題材とした宮澤賢治の短歌について　「かゞやける琥珀のそらにひたのぼり行く」白鳥の物語群馬県立女子大学国文学研究34 群馬県立女子大学国語国文学会 Mar-14
さくらいひろし 桜井　弘 宮沢賢治の元素記号の謎に迫る　もう一つの『化学本論』の存在 化学69-4 化学同人 Apr-14
さしまともみ 佐島　群巳 『宮沢賢治の環境世界』 『宮沢賢治の環境世界』 国土社 Mar-14
さちだなんどうにたサチダナンド（ウニタ・）宮沢賢治の作品に見られるこの世とあの世の共存　「銀河鉄道の夜」を通して 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
さとうけいこ 佐藤　桂子 又三郎は何年生か　『風の又三郎』一考察 賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
さとうたいへい 佐藤　泰平 「風の又三郎」のうたと詩「告別」 賢治研究122 宮沢賢治研究会 Feb-14
さとうみちまさ 佐藤　通雅 仙台文学館ゼミナール2013　宮沢賢治「グスコーブドリの伝記」を読む 路上128 路上発行所 Mar-14
さとうやすとも 佐藤　康智 すばるクリティーク　宮沢賢治と大逆事件 すばる36-3 集英社 Mar-14
さとうりゅういち 佐藤　竜一 賢治のエスペラント体験と「ポラーノの広場」 『トラウマと喪を語る文学』 朝日出版社 Feb-14
さわいけいいち・おおいしまさゆき・よこやまかずき・かとうひろかず沢井　敬一・大石　雅之・横山　一己・加藤　碵一宮沢賢治資料50　宮沢賢治着色地質図草稿新資料の検討 宮沢賢治学会イーハトーブセンター会報48　かたくり 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
さわぐちたまみ 澤口　たまみ 宮澤賢治『春と修羅』の恋について、続報 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
さわだゆきこ 澤田　由紀子 晩年の詩作　「疾中」から「文語詩稿」へ 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
さわだゆきこ 澤田　由紀子 衆生との共生　宮澤賢治作品空間に見られる＜堕ちる／飛騰する＞構図 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
しぶやゆりえ 渋谷　百合絵 宮沢賢治「よだかの星」論　近代自然科学と大正期童話の融合 国語と国文学91-2 明治書院 Feb-14
しまだたかすけ 島田　隆輔 《文語詩稿》未定稿〔雪とひのきの坂上に〕訳注・稿 論攷宮沢賢治12 中四国宮沢賢治研究会 Feb-14
しもだゆきえ 下田　幸江 銀河鉄度の邂逅　道を説く人々 東京女子大学日本文学110 東京女子大学学会日本文学部会 Mar-14
しゃむあるん シャム（アルン・）宮沢賢治とヴァイコム・ムハマド・バシールの作品に見られる「自然観」・「共存」の比較 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
じょーじPA ジョージ（P、A、）宮沢賢治の作品に見られる「自己犠牲・自己否定」の概念　「よだかの星」「グスコーブドリの伝記」を中心に『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
しらきけんいち・おおえまさつぐ白木　健一・大江　昌嗣風野又三郎の「大循環」とジェット気流 宮沢賢治研究Annual24 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
すーりゃかーんとT．V．スーリャカーント（Ｔ．Ｖ．）現在インドを背景とした賢治作品の翻訳／現代インドと宮沢賢治作品の翻訳 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
すぎうらしずか 杉浦　静 心象スケッチと『春と修羅』について 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
すぎうらしずか 杉浦　静 『イーハトヴ童話　注文の多い料理店』の世界 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
すぎうらしずか 杉浦　静 ＜億の天才の併存＞から農民の＜協働＞へ　「産業組合青年会」「業の花びら」を中心に 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
すずきけんじ 鈴木　健司 「石」の章　地質調査夢譚 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
すずきけんじ 鈴木　健司 「銀河鉄道の夜」の「鳥捕り」に読み取れる＜共生思想＞　芥川龍之介の「蜘蛛の糸」との比較において『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
せきぐちけいじ 関口　啓二 文学作品に見られる欧米と日本の動物観　Ｈ．Ｄソローと宮沢賢治を中心に 言語と文化　大阪府立大学総合科学部言語センター論文集13 大阪府立大学 Mar-14
たかはしかおる 高橋　馨 信仰と文学　宮沢賢治の「手紙」四をめぐって 季刊　舟155 レアリテの会 May-14
たかはしゆきのり高橋　幸紀 セツルメントの視点から見た宮澤賢治 学芸国語教育研究32 東京学芸大学国語科教育学研究室 Dec-14
たぐちしゅうへい田口　修平 『心もかくした宮沢賢治のひみつ』 『心もかくした宮沢賢治のひみつ』 谷口修平 Mar-14
たくぼくけんじけんきゅうかい啄木・賢治研究会宮澤賢治「雁の童子」論　なぜ須利耶は童子を受け入れたのか 日本文學會學生紀要22 盛岡大学日本文學会 Mar-14
たじまあやか 田嶋　彩香 試論　賢治の描いた夫婦　子供のいない「十六日」の場合 実践国文学86 実践国文学会 Oct-14
たんどうひろふみ丹藤　博文 『注文の多い料理店』宮沢賢治　第三の視線 『文学教育の転回』 教育出版 Mar-14
だんひろゆき 段　裕行 植民地から来た少年　「風の又三郎」の中の北海道 台湾日本語文学報35 台湾日本語文学会 Jun-14
ちばかずみき 千葉　一幹 「銀河鉄道の夜」をよむ　最も遠くまで行った者 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
ちばかずみき 千葉　一幹 「グスコーブドリの伝記」をよむ　二つの衝撃 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
ちばかずみき 千葉　一幹 『宮沢賢治　すべてのさいはひをかけてねがふ』 『宮沢賢治　すべてのさいはひをかけてねがふ』 ミネルヴァ書房 Dec-14
つるたしずか 鶴田　静 「食」の章　ベジタリアン宣言 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
ともだよしゆき 友田　義行 山猫たちの経営戦略　宮澤賢治「注文の多い料理店」論 信大国語教育23 信州大学国語教育学会 Mar-14
なかがわまさふみ中川　正文 宮沢賢治と輪廻 『中川正文著作撰　児童文学・文化を問い続けて』 ミネルヴァ書房 Feb-14
なかちあや 中地　文 「風の又三郎」の初期受容考 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
なかむらけいし 中村　圭志 信じる　宮沢賢治『銀河鉄道の夜』 『宗教で読み解くファンタジーの秘密Ⅰ』 トランスビュー May-14
なかむらけいし 中村　圭志 『教養としての宗教入門　基礎から学べる信仰と文化』 『教養としての宗教入門　基礎から学べる信仰と文化』 中央公論社 Nov-14
にへいまさと 仁平　政人 機械仕掛けの＜宮沢賢治＞ 『寺山修司という疑問符』 弘前大学出版会 Oct-14
のぶときてつろう信時　哲郎 宮沢賢治「文語詩稿　一百篇」評釈三 甲南女子大学研究紀要　文学・文化編50 甲南女子大学 Mar-14
のぶときてつろう信時　哲郎 宮沢賢治「文語詩稿　一百篇」評釈四 甲南国文61 甲南女子大学国文学会 Mar-14
のぶときてつろう信時　哲郎 宮沢賢治研究と女性 女子学研究4 女子学研究会 Mar-14
のぶときてつろう信時　哲郎 花と侏儒戸を語れども　「旱害地帯」（「文語詩稿　一百篇」）を読む 賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
はぎやゆきこ 萩谷　由喜子 「音楽」の章　音楽に愛された詩人 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
はぎわらまさよし萩原　昌好 宮沢賢治の世界観 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
はたのかずひろ 秦野　一宏 『ポラーノの広場』を考える　＜子ども＞をキー概念として 論攷宮沢賢治12 中四国宮沢賢治研究会 Feb-14
はたのかずひろ 秦野　一宏 宮沢賢治と無意識　『土神ときつね』をめぐって 海上保安大学校研究報告58-2 海上保安大学校 May-14
はたのかずひろ 秦野　一宏 『宮沢賢治とは何か　子ども・無意識・再生』 『宮沢賢治とは何か　子ども・無意識・再生』 朝文社 Oct-14
はっとりけんじ 服部　賢二 『図解　宮沢賢治『童話』の諸相をひらく　その構造機能「言語分析」』 『図解　宮沢賢治『童話』の諸相をひらく　その構造機能「言語分析」』 弘報印刷株式会社出版センター Mar-14
はらだひかる 原田　光 『一握の砂』と『注文の多い料理店』その装丁 花美術館39 花美術館 Nov-14
ひおきしゅんじ 日置　俊次 宮沢賢治論『法華経』受容における「太陽」のイメージ 青山語文44 青山学院大学日本文学会 Mar-14
ひらさわしんいち平澤　信一 賢治受容史　亡くなってからの賢治 宮沢賢治研究Annual24 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
ひらさわしんいち平澤　信一 三つの祈り　宮澤賢治、吉原幸子、アンドレイ・タルコフスキー 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
ふじたなおこ 藤田　なお子 宮沢賢治「鹿踊りのはじまり」の演劇性 日本児童文学・文化研究誌6 梅花女子大学大学院畠山研究室 Oct-14
ふじもとひろたか藤本　坦孝 「銀河鉄道の夜」と法華経 『日蓮思想の論理構造　一神教原理主義との対比』 山喜房仏書林 Oct-14
ふるさわよしき 古澤　芳樹 賢治作品を深読みする 賢治研究122 宮沢賢治研究会 Feb-14
ふるさわよしき 古澤　芳樹 賢治作品を深読みする（四） 賢治研究123 宮沢賢治研究会 Jul-14
ふるさわよしき 古澤　芳樹 再び「昆虫館」と「水族館」 賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
まえだあらた 前田　新 『土着と四次元　宮沢賢治・真壁仁・三谷晃一・若松丈太郎・大塚史郎』 『土着と四次元　宮沢賢治・真壁仁・三谷晃一・若松丈太郎・大塚史郎』 コールサック社 Mar-14
まつざわひさしげ松沢　寿重 宮沢賢治の受容における高村光太郎の位置に関する考察 新潟市美術館・新潟市新津美術館 新潟市美術館 Mar-14
まつだしろう 松田　司郎 宮沢賢治の深層（かなた）へ　新・心象スケッチ論　第一部　歩行スケッチ　心象スケッチの現場から ワルトラワラ37 ワルトラワラの会 Mar-14
まつもときくよ 松本　季久代 宮沢賢治、その時代風刺のレトリック　「肉弾三勇士」ブームと『グスコーブドリの伝記』のパロディの詩法『トラウマと喪を語る文学』 朝日出版社 Feb-14
まつもときくよ 松本　季久代 『銀河鉄道の夜』の天路歴程とホーソン『天国鉄道』　ジョバンニの「乳の道」 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
まつもとたかし 松本　隆 『賢治が愛した南昌山と市乳藤原健次郎　新考察「銀河鉄道の夜」誕生の舞台　物語の舞台が矢巾・南昌山である二十考察』『賢治が愛した南昌山と市乳藤原健次郎　新考察「銀河鉄道の夜」誕生の舞台　物語の舞台が矢巾・南昌山である二十考察』ツーワンライフ Mar-14
みずのたつろう 水野　達朗 賢治の「越境」 宮沢賢治研究Annual24 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
みたけまちこ 三竹　眞知子 宮澤賢治の人間像にみる共生観 思想史研究20 日本思想史・思想論研究会 Oct-14
みたむねすけ 見田　宗介 賢治が僕らを自由にしてくれる理由 十代34-3 ものがたり文化の会 Jun-14
みやざわけんたろう宮澤　健太郎 賢治とキリスト教（15） 白百合女子大学キリスト教文化研究論集15 白百合女子大学キリスト教文化研究所 Mar-14
むこぱでぃーやらんじゃなムコパディーヤ（ランジャナ・）宮澤賢治における仏教共生主義　自己犠牲および「自己即宇宙」の共生・共栄の理念 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
もちづきぜんじ 望月　善次 盛岡高等農林学校における賢治の文芸的営みのほとんどは「短歌」であった　『宮沢賢治前短歌鑑賞』を展望しながら賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14



もちづきぜんじ 望月　善次 書簡に見る妙法蓮華経　保阪嘉内宛書簡を中心に 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
もりおかきょうこ 森岡　京子 “モダニスト賢治”についての考察 賢治研究124 宮沢賢治研究会 Oct-14
もりみさ 森　三紗 宮澤賢治がロシア文学から影響された共存共栄の概念　作品の見直し 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
もりもとともこ 森本　智子 イーハトーブ＜メディアミックス＞学　コンテンツとしての＜宮沢賢治＞とサブカルチャー 宮沢賢治学会イーハトーブセンター会報49・青空 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Sep-14
やのせんざい 矢野　千載 高村光太郎書「雨ニモマケズ」詩碑の碑銘稿について 日本文学会誌26 盛岡大学日本文學会 Mar-14
やまねともこ 山根　知子 宮沢賢治「ビジテリアン大祭」と万国宗教会議およびユニテリアン　寛容と偏狭 『宮沢賢治と共存共栄の概念：賢治作品の見直し　国際学会報告集』 Northern Book Centre 2014-
やまもとあきひこ山本　昭彦 Un moi electrique Le Printemps et Ashura de Kenji Miyazawa Modernites Universite Bordeaux Montaigne May-14
よこたゆきこ 横田　由紀子 更科源蔵の童話捜索開始時期を考える　真壁仁との往復書簡から ヘカッチ9 日本児童文学学会北海道支部 May-14
よこやまかずき・かとうひろかず・さわいけいいち・おおいしまさゆき横山　一己・加藤　碵一・沢井　敬一・大石　雅之宮沢賢治資料50　宮沢賢治着色地質図草稿新資料の検討 宮沢賢治学会イーハトーブセンター会報48　かたくり 宮沢賢治学会イーハトーブセンター Mar-14
よしだふみのり 吉田　文憲 「風の又三郎」をよむ　誰の物語か 『別冊太陽　宮沢賢治　おれはひとりの修羅なのだ』 平凡社 May-14
よしみまさのぶ 吉見　正信 『宮澤賢治の原風景を辿る』 『宮澤賢治の原風景を辿る』 コールサック社 Jul-14
よしむらゆうすけ吉村　佑介 羅須地人協会と新しき村　主としてその差異をめぐって 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
よねちふみお 米地　文夫 啄木は「香り」を詠い、賢治は「匂い」を描く　「はまなす」から広がる世界 国際啄木学会盛岡支部会報23 国際啄木学会盛岡支部 Oct-14
らいいちぇん 賴　怡真 実験記録から未決の物語へ　宮沢賢治「銀河鉄道の夜」の改稿をめぐって 北海道大学大学院文学研究科研究論集14 北海道大学文学研究科 Dec-14
わかおのりお 若尾　紀夫 旧森岡高等農林学校本館（現農学部付属農業教育資料館）と宮澤賢治 賢治学1 岩手大学宮澤賢治センター Jun-14
わんみん 王　敏 宮沢賢治　1896（明治29）～１９３３（昭和8） 『日本近代文学研究』 外国教学与研究出版社 2014-


